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令和元年度　第６回全体庁議（８月７日開催）

（15）第６期帯広市農業・農村基本計画（骨子）について[農政部]審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　第５期帯広市農業・農村基本計画の計画期間が今年度までであることから、令和２年度以降の計画の策定に向けて、計画策
定の趣旨、農業・農村を取り巻く時代の潮流や現状と課題のほか、施策の基本方向について検討を行い、骨子を整理したので、
同内容を令和元年９月２日の産業経済委員会に報告するもの。

令和元年度内の改革策定を目指し取り組んでいく。

　・令和元年９月２日　産業経済委員会へ報告（計画骨子）
　・令和元年10月      農業・農村基本計画策定検討委員会へ報告（計画原案）
　・令和元年11月　　  産業経済委員会へ報告（計画原案）
　・令和元年12月　　  パブリックコメント実施
　・令和２年１月　　  農業・農村基本計画策定検討委員会へ報告（計画案）
　・令和２年２月　　  経済産業委員会へ報告（計画案）
　・令和２年３月　　  成案

　・同内容で、９月２日産業経済委員会へ報告することで了承された。

　・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

第６期帯広市農業・農村基本計画（骨子）について

　昨年度、農業者を対象としたアンケート調査や有識者等による農業・農村基本計画策定検討委員会での意見やこれまでの取
り組みなどを踏まえて整理したもの。

１　計画策定の趣旨
　　　本市の農業・農村が持続的に発展していくため、中長期的な視点に立って施策を進める指針として策定するもの。

２　計画期間
　　　前計画と同様令和２年度から令和11年度までの10年間。

３　農業・農村を取り巻く時代の潮流
　　 踏まえるべき社会や経済の動きなど、時代の変化を３つにまとめたもの。
　　・人口減少、少子高齢化の進行　・経済のグローバル化と技術革新の進展　・地球温暖化と気象災害リスクの顕在化

４　帯広市農業・農村の現状と課題
　　これまでの施策の推進状況や取り組みの状況などから主な項目として、農家戸数の減少、国内市場の縮小、食の多様化な
     どを整理した。

５　施策の体系
　　課題等から目標の実現に向けて６つの施策の基本方向のもと主な施策に基づき農林業の振興を図っていく。


